
令和８年度（２０２6） 川崎市立有馬中学校 

教育課程説明会
【実施日時】 令和 8年 5月 1 日（金）  15時 10 分～16 時 10 分 

【会  場】 川崎市立有馬中学校 体育館 

【保護者のみなさまへ】 

＊お車での来校はご遠慮ください。 

＊入校証、上履き、下履き入れをご持参ください。 

＊教育課程説明会で使用する資料は、学校ホームページから 

ダウンロードしていただくか、ミマモルメで配信したもの 

をお使いいただきます。各自で印刷していただくか、スマ 

ートフォンや携帯電話・タブレット等でご覧いただくようお願いします。ペ

ーパーレス化への取り組みにご理解いただければと存じます。なお、ホーム

ページ掲載、ミマモルメ配信は 4/27(月)でございます。 

＊教育課程説明会後は、部活動保護者説明会会場に移動していただきます。 

会場は以前配付いたしました 4/17（金）の 2，3年部活動保護者説明会と同 

会場です。当日生徒昇降口に掲示いたします。 

次  第
１ 開   会   --------------------【司会・進行：丸山】 

２ 校長挨拶   --------------------（竹内校長） 

・今年度の教育活動 など

３ 教育課程についての説明 

（１）令和 8 年度・教育課程について-----------（丸山）

（２）評価・評定について---------------------（丸山）

（３）教科ごとの学習・評価について-----------（各教科主任）

国語→ 社会→ 数学→ 理科→ 音楽→ 美術→ 保健体育→ 技術・家庭→ 外国語（英語）

４ 質疑応答—時間確保のために、全体会では実施いたしません。

☛質疑がある場合には、「質疑用紙」に記入の上、5/8（金）までに各担任へ提出してください。

後日、学校ホームページや学年だより等で回答させていただきます。「質疑用紙」は当日受

付で配付いたします。なお、データも添付してございますので、印刷したものをお使いいただ

いても構いません。

５ 閉 会 16:10（予定）

 

【学校 HP二次元コード】 
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【Memo】 
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令和８年度 川崎市立有馬中学校 学校経営計画 

年度 川崎市立菅中学校学校経営計画

確かな学力の育成 豊かな心、温かい 

人間関係の育成 

健やかな心身の 

育成 

地域とともにある 

学校づくりの推進 

・授業改善につなげる授業

研究会の実施

・評価結果を用いた指導方

法の工夫と改善

・GIGA ｽｸｰﾙ構想の推進

・教育相談体制と支援教育 

の充実 

・共生＊共育プログラムを 

活用した生徒理解の推

進 

確かな学力の定着と主 
体的・対話的で深い学び 
を実現する教育の推進 

一人ひとりの生徒を大 

切にした教育活動の推 

進 

健やかな心身を育て 

る健康・安全に関する 

教育の推進 

地域と共に生きる心を 

育み、地域とともにあ 

る学校づくりの推進 

・学ぶ楽しさと授業内容が

分かる授業の推進

・職員研修をとおして、学習

評価を基にした教育課程

の充実 

・川崎市学習状況調査の結

果の活用

・ＧＩＧＡ端末を活用した

授業実践

・あいさつ、時間を守る、 

言葉づかい等の基本的

な生活習慣を基盤にし

た学校生活の充実

・計画的な健康教育の実施 

(熱中症防止、薬物乱用防 

止、感染症予防等) 

・適切な指導と支援を行っ

た教育活動の実施 

・様々な手段を用いた学校情 

報の発信（公開授業、学校

だより、学年だより、ホー

ムページ、ﾐﾏﾓﾙﾒ等）

・地域組織や地域人材との連

携 

・ＰＴＡ活動への参加と協力 

・地域の小学校等との連携

具体的な取り組み 

・生徒が主体的に活動する

場の設定

・全ての教育活動をとおし

た支援教育の推進と合理

的配慮の提供

・計画的な教育相談の実施

と共生＊共育プログラム

の活用

『考え､判断し､行動する』『一人ひとりを大切にする教育活動』 

学び続ける教職員の育成（職員研修､授業研究会の実施) 

「未来に生き、未来を創造し、未来に活躍する人を育成する」 

○豊かな思考力を持ち、正しい判断ができる人

○自主性に富み、責任感あふれる人

○心身共に健康で、調和のとれる人

学校教育目標(目指す生徒像) 国、市の教育施策

等

教育基本法第１条(教育の目的) 

教育は人格の完成を目指し、平和で民主的

な国家及び社会の形成者として必要な資質

を備えた心身共に健康な国民の育成を･･･ 

かわさき教育プラン(自主自立、共生協働) 

人間としての在り方生き方等の軸をつくる 

学ぶ意欲を育て、生きる力を伸ばす 

一人ひとりの教育的ニーズに対応する 

今年度の経営目標 

・家庭や地域へ学校の取り

組みの公開

・家庭や地域との連携の工

夫

・小学校等との連携

・基本的な生活習慣の確立 

・心身の健康を自分で管理 

する能力の育成 

・安心で安全な学校生活

のためのルールづくり

3



令和 8年度（2026）                         令和 8年 4月 20日現在 

 

教育課程編成 

                                    川崎市立有馬中学校 

 

１．【教科時間配当】 

 

○総合的な学習 1 年 SDGs を基幹にした課題解決学習（地域・自己学習） 

        2 年 課題解決学習（地域） 

        3 年 SDGs を基幹にした課題解決学習（キャリア） 

 

○かわさき共生＊共育プログラム 各学年で年間６時間＋SOS 出し方受け止め方教育１時間（計 7 時間） 

 

 

 

 

２．【日課・時程】 

 月 水・金 火・木 

朝の始業本鈴 ８：２５ ８：２５ ８：２５ 

諸連絡（5分） ８：２５～８：３０ ８：２５～８：３０ ８：２５～８：３０ 

ちりつもタイム ８：３０～８：４０ ８：３０～８：４０ ８：３０～８：４０ 

１校時 ８：４５～９：３５ ８：４５～９：３５ ８：４５～９：３５ 

２校時 ９：４５～１０：３５ ９：４５～１０：３５ ９：４５～１０：３５ 

３校時 １０：４５～１１：３５ １０：４５～１１：３５ １０：４５～１１：３５ 

４校時 １１：４５～１２：３５ １１：４５～１２：３５ １１：４５～１２：３５ 

昼食 １２：３５～１３：１５ １２：３５～１３：１５ １２：３５～１３：１５ 

昼休み １３：１５～１３：３５ １３：１５～１３：３５ １３：１５～１３：３５ 

５校時 １３：４０～１４：３０ １３：４０～１４：３０ １３：４０～１４：３０ 

６校時  １４：４０～１５：３０ １４：４０～１５：３０ 

清掃   １５：３０～１５：４５ 

学活 １４：３５～１４：４５ １５：３５～１５：４５ １５：５０～１６：００ 

 

・出席確認は８時２５分 
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３．【最終下校時刻】 

 

 

４．【時間割】 

  ・学活：月１校時  

・道徳：金１校時 

  ・総合的な学習の時間：全学年 週 1～２コマ 

 

 

５．【授業日・長期休業日】 

・学年始休業 ４月１日（水）～４月４日（土） 

・前期 ４月１日（水）～１０月９日（金） 

・後期 １０月１４日（水）（１０月のホリデースタディの翌日）～３月３１日(水) 

・夏季休業 ７月１７日（金）～８月２６日（水） 

・秋季休業 １０月１３日（火）（ホリデースタディ） 

・冬季休業 １２月２５日（金）～１月６日（水） 

・学年末休業 ３月２６日（金）～３月３１日（水） 

 

 

６．【学校行事】 

  ・第４９回体育祭・・・・５月１６日（土） 

  ・修学旅行・・・・・・・６月２日（火）～４日（木）※６月５日（金）自宅学習日 

・新体力テスト・身体測定・・５月８日（金） 

  ・第４９回文化祭・・・・１０月２０日（火） 

  ・たまかん祭・・・・・・１０月３１日（土） 

  ・第４９回合唱コンクール・・・・１０月７日（水）※会場：カルッツかわさき 

  ・第２学年の「職場体験」 ・・・ １月１９日（火）、２０日（水）に実施予定 

・自然教室・・・・・・・２月２４日（水）～２月２６日（金） ※白樺湖方面 

  ・球技大会・・・・・・・２年：３月１２日（金） １年：３月１５日（月） 

  ・百人一首大会・・・・・２年：３月１６日（火） １年：３月１２日（金） 

  ・生徒会・・・・・・・・総会（前期）：５月２８日（木）  総会（後期）：３月２日（火） 

              生徒会本部役員選挙・立会演説会：９月２５日（金） 

              新入生オリエンテーション（各種委員会）：４月８日（水） 

 新入生オリエンテーション（部 活 動）：４月８日（水） 

夏季(県総体)壮行会：６月１９日（金） 秋季(市総体)壮行会：９月１１日（金） 

 駅伝壮行会：１０月１６日（金）   文化部壮行会：９月１１日（金） 

   新入生体験：１２月 ９日（水） １２月１６日（水） 

 三年生を送る会：３月５日（金） 

 

※１２月９日（水）１２月１６日（水）の午後に授業見学・部活動体験(参加希望者のみ保護者引率)を予定 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

17:45 17:00 16:45 17:00 17:15 17:30 
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７．【家庭訪問・面談】 

  ・家庭訪問 ・・・・・・・令和 7 年度より実施せず (地域巡回) 

  ・三者面談 ・・・・・・・夏休み前（５日間 希望制）７月１０日（金）、１３日（月）、１４日（火）、

１５日（水）＊１６日（木）予備日 

               前期末 （５日間 全員）  ９月３０日（水）、１０月１日（木）、２日（金）、

５日（月）、８日（木） 

               冬休み前 （４日間 希望制）１２月１７日（木）、１８日（金）、２１日（月）、

２２日（火）  

  ・３年進路面談（三者）・・・（３日間 希望制） １０月２６日（月）、２７日（火）、２９日（木） 

                （５日間 全  員） １１月３０日（月）～１２月４日（金）（５日間） 

 

 

 

８．【定期テスト】 

  ・前期中間テスト・・・・・・・  ６月１２日（金） 

  ・前期期末テスト・・・・・・・  ９月 ３日（木） ４日（金） 

  ・後期中間テスト（３年）・・・・１１月 ５日（木） ６日（金） 

  ・後期中間テスト（１・２年）・・１２月 ３日（木） ４日（金） 

  ・学年末テスト（３年）・・・・・ ２月 １日（月） 

  ・学年末テスト（１・２年）・・・ ２月１５日（月）１６日（火） 

   ※テスト５日前より休日と放課後の生徒諸活動停止 

 

 

 

９．【授業参観・公開授業・学級懇談会等】 

  ○授業参観及び学級懇談会  ４月１７日（金） 

３月１１日（木）＊1・2 年生 卒業式の日程でずれる可能性あり。 

  ○授業公開日「学校へ行こう週間」及び文化祭展示週間  

１０月２１日、２２日、２７日、２８日＊午前中のみ 保護者は来校参観可 

     ＊１０月２８日は川崎市連合文化祭のため時間短縮予定。 

 

  ・保護者説明会 ※配信等の場合あり（配信の場合は配信開始日） 

・・・・部活動説明会（２・３年）４月１７日（金） 修学旅行説明会（３年）５月 １日（金） 

部活動説明会（全体）５月 １日（金）   教育課程説明会  ５月 １日（金） 

       進路説明会  ５月２２日（金）、９月２４日（木） 

新入生保護者説明会 １２月 ３日（木）  自然教室説明会（１年）１月２０日（水） 

               

  

 

（留意事項） 

＊上記は年度当初の予定です。変更が生じた場合には、毎月配付する「月行事予定」や学校ホーム

ページなどでお知らせします。 
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＊評定は、観点別評価によるため、仮にテストの合計点が同じでも評定が

異なる場合があります（観点ごとの得点が違う場合）。

＊令和 4 年度から、定期テストの満点は教科によっては「100 点」ではなくなっています。 

出典：神奈川県教育委員会 HP 
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国語科の学習・評価について 

●本年度研究テーマ

主体的に学び合い、国語力を身につけるための授業づくり 

●本年度重点・具体的指導事項

１．発表やグループワークを通して、協働的な授業を展開する。

２．基礎的な語彙力を育み、学びえた力を活用する授業づくりを行う。

３．読書・情報活用教育の充実。

４．子どもたち一人ひとりの良い点や可能性などの個人内評価の充実に努める。

●学習内容

使用教科書「国語１・２・３」（光村図書）

１学年 ２学年 ３学年 

４月 授業開き・詩や小説の読解 

５月 小説の読解説明文の読解 小説の読解・古典の学習 説明文の読解・俳句の鑑賞 

６月 説明文の読解・詩の鑑賞 説明文の読解・短歌の鑑賞 小説・随筆の読解 

７月 文法の学習・意見文作成 

（読書感想文の紹介） 
文法の学習・意見文作成（読書感想文の紹介） 

８月 

９月 
意見文の発表・ 

小説の読解 

意見文の発表・小説の読解 

随筆の読解 

意見文の発表・小説の読解 

詩の鑑賞 

１０月 小説の読解・説明文の読解 小説の読解・説明文の読解 随筆の読解 

１１月 古典の学習 古典の学習 古典の学習 

１２月 古典の学習・書き初め 古典の学習・書き初め 古典の学習・書き初め 

１月 説明文の読解・文法の学習 説明文の読解・文法の学習 説明文の読解・文法の学習 

２月 小説の読解 説明文の読解・文法の学習 文法の学習・百人一首 

３月 詩の読解・百人一首 小説の読解・百人一首 

※学習内容は、時期の入れ替えがある場合があります。

●評価の項目と評価方法

評価の観点 評価項目 評価方法 

１ 知識・技能 

社会生活に必要な国語の知識や技

能を身に付けるとともに、我が国の

言語文化に親しみ、理解しているか

を評価します。 

・定期テストや小テスト、漢字テストなど

の観点別問題

・授業への取り組み

・知識・技能に関する提出物  など 

２ 
思考・判断・ 

表現 

「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ

と」の各領域において、道筋を立てて考える

力や豊かに感じたり想像したりする力を養

い、日常生活における人との関わりの中で伝

え合う力を高め、自分の思いや考えを確かな

ものにしているかを評価します。 

・定期テストや小テストなどの観点別問題

・授業での表現活動や発表内容

・ノートや配付プリントの内容

・授業への取り組み など 

３ 
主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉を通じて積極的に人と関わったり、思い

や考えを確かなものにしたりしながら、言葉

がもつ価値に気付くとともに、進んで読書を

し、言語感覚を豊かにして言葉を適切に使お

うとし、思いや考えを伝え合おうとすること

を評価します。 

・学習に取り組む態度

・配付プリントやワークシート、

ノートの内容 など 
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社会科の学習・評価について 

●本年度研究テーマ 

「自ら学び、自ら考え、表現できる生徒の育成」 

●本年度重点・具体的指導事項 

1．新学習指導要領に則した課題解決的な学習の実践。 

2．思考力を身につける学習の実践。 

3．対話をしながら、学び合いをする。 

●学習内容 

使用教科書「地理」帝国書院、「歴史」教育出版、「公民」教育出版 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

1年 【地理的分野】 

世界の姿 日本の姿 人々の生活と環境 世界の諸地域 

【歴史的分野】 

歴史のとらえ方・調べ方 原始・古代の日本と世界 

【地理的分野】 

世界の諸地域 

【歴史的分野】 

中世の日本と世界 

2年 【地理的分野】 

日本の地域的特色 日本の諸地域 

【歴史的分野】 

近世の日本と世界 

【地理的分野】 

日本の諸地域 地域のあり方 

【歴史的分野】 

日本の近代化と国際社会 

3年 【歴史的分野】 

日本の近代化と国際社会 

二度の世界大戦と日本 

現代の日本と世界 

【公民的分野】 

私たちの暮らしと現代社会 

個人を尊重する日本国憲法 

私たちの暮らしと民主政治 

【公民的分野】 

私たちの暮らしを経済 

安心して豊かに暮らせる社会 

国際社会に生きる私たち 

私たちが未来の社会を築く 

※進捗状況により順番が入れ替わることがあります。 

 

 ●評価の項目と評価方法 

観 点 評 価 項 目 評 価 方 法 

知識・技能 

・社会的な事象を正しく理解することができているか。 

・資料などから様々な情報を効果的に調べ、まとめることが

できているか。 

・定期テストにおける観点別問題 

・ワークシート・レポート等の記述内容 

・授業での学習活動への取り組み 

思考・判断・表現 

・社会的な事象の意味や意義、特色などを多面的・多角的に

考察することができているか。 

・社会に見られる課題の解決に向けて、選択・判断や説明、

議論することができているか。 

・定期テストにおける観点別問題 

・ワークシート・レポート等の記述内容 

・授業での学習活動への取り組み 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・社会的な事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を

主体的に追究、解決しようとしているか。 

・ワークシートや個人のレポート等における記述、学び合い

活動や授業展開の中で知識や技能を獲得しようと継続して

取り組んだり、自らの学習を調整したりしようとする姿勢

がみられるか。 

・ワークシート・レポート等の記述内容 

・授業での学習活動への取り組み 
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数学科の学習・評価について 

●本年度研究テーマ

個別最適な学びを実現し，自己の考えを深められる授業づくり 

●本年度重点・具体的指導事項

１．課題の解決に向けて，論理的な思考を用いて，統合的・発展的に考えることができるよう，授業を展開していく。

２．自らの考えと他者との考えを比較し，より理解を深める活動を充実させる。

３．GIGA端末等を活用しながら、個別最適な学びを実現できる授業を展開していく。

●学習内容

使用教科書「中学数学」（教育出版）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

１

年 

1章 

整数の

見方 

2章 

正の数， 

負の数 

3章 

文字と式 

4章 

方程式 

5章 

比例と反比例 

6章 

平面図形 

7章 

空間図形 

8章 

データの分析 

２

年 

1章 

式の計算 

2章 

連立方程式 

3章 

1次関数 

4章 

平行と合同 

5章 

三角形と 

四角形 

6章 

確率 

7章 

データの分析 

３

年 

1章 

式の計算 

2章 

平方根 

3章 

2 次方程式 

4章 

関数 

𝑦 = 𝑎𝑥2

5章 

相似な図形 

6章 

円 

7章 

三平方

の定理 

8章 

標本調査 

●評価の項目と評価方法

評価の観点 評価項目 評価方法 

１ 知識・技能 

・数量や図形などについての概念や原理・法

則などを理解しているか。 

・事象を数学化したり，数学的に解釈した

り，数学的に表現・処理したりする技能を身

に着けているか。 

・定期テストによる観点別問題

・授業で行うテストの観点別問題

・授業中の活動

２ 
思考・判断・ 

表現 

・数学を活用して事象を論理的に考察する

力，数量や図形などの性質を見いだし統合

的・発展的に考察する力，数学的な表現を用

いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力が

身に付いているか。 

・定期テストによる観点別問題

・授業で行うテストの観点別問題

・授業中の活動

３ 
主体的に学習に 

取り組む態度 

・数学のよさを実感して粘り強く考え，数学

を生活や学習に生かそうとする態度，問題解

決の過程を振り返って評価・改善しようとす

る態度，多様な考えを認め，よりよく問題解

決しようとする態度を身に付けているか。 

・授業中の活動

・授業に関連する提出物等の学習活動

・定期テストや授業で行うテスト

・その他、数学的活動に関するもの全般
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理科の学習・評価について 

●本年度研究テーマ 

生徒の探究心を育む授業づくり 

 

●本年度重点・具体的指導事項 

 １．自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する基本的な技

能を身につけさせる。 

 ２．観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養わせる。 

 ３．自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養わせる。 

 

 

●学習内容 

 使用教科書「未来へひろがるサイエンス」（啓林館） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８

月 

９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

1年 自然の中に

あふれる生

命 

いろいろな生物

とその共通点 

身のまわりの物質 

 

光・音・力による性質 活きている地球 

2年 生物の体のつくりと 

はたらき 

電流とその利用 地球の大気と天気の変化 化学変化と原子分子 

3年 化学変化とイオン 運動とエネルギー 生命の

連続性 

宇宙を観る 自然と人間 

３年間の復習 

 

●評価の項目と評価方法 

評価の観点 評価項目 評価方法 

１ 知識・技能 自然の事物・現象について、基本的な概念や

知識を身に付けるとともに、観察・実験の基

本操作を習得しその過程や結果を的確に記

録・整理できる技能が身に付いているかを評

価します。 

・小テストや定期テストによる観点別問題 

・パフォーマンステスト（技能テスト） 

・実験レポートにおける記録・整理 

・授業への取り組み等（実験操作、結果の記録・整理） 

２ 思考・判断 

・表現 

自然の事物や現象の中に問題を見出し、目的

意識を持って観察・実験を行い、事象や結果

を分析して解釈し、表現できているかを評価

します。 

・定期テストによる観点別問題 

・実験レポートにおける考察等 

・授業での発言や発表の内容等 

３ 主体的に 

学習に取り

組む態度 

 

自然の事物や現象に進んで関わり、それらを

科学的に探究するとともに、日常生活などに

関連させて考え、進んで授業や観察・実験に

取り組み、主体的に学ぼうとする態度を評価

します。 

・授業中の取り組み・実験や観察への取り組み等 

 

・課題・実験レポートの内容等 
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音楽科の学習・評価について 

●本年度研究テーマ

音楽的な見方・考え方を働かせるための授業改善 

表現及び鑑賞の幅広い活動をする中で、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活の中の音や音楽、 

音楽文化と豊かにかかわる資質・能力を育成すると共に、それに応じた評価・評定の研究をする。 

●本年度重点・具体的指導事項

１．音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を

身に付けるようにする。 

２．音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。 

３．音楽に対する感情を豊かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う。  

●学習内容
使用教科書 「中学生の音楽」１、2/3上、2/3下、器楽（教育芸術社）

前  期 後  期 

１

年 

・美しい歌

声を響か

せよう

・音楽の基

礎の学習

イメージをも

たらす音楽の

要素を感じ取

ろう

音楽の素

となるリ

ズムを理

解しよう 

・三部合唱の響きを味わお

う

・日本の歌の美しさを味わ

おう

芸術歌曲の

豊かな音楽

表現を感じ

取って聴こ

う

曲想の変

化を感じ

取りなが

ら聴こう 

・日本の伝

統 音 楽 に

親しもう

・和楽器に

親しもう

美しい響きで

豊かな曲想表

現をしよう 

２

年 

・美しく豊

かな響きで

表現しよう

・多声的な

音楽に親し

もう

言葉と旋律の

関わりを感じ

取って表現し

よう 

交響曲の

豊かな響

きを味わ

おう 

・美しく豊かな響きで、曲

にふさわしい表現を工夫し

よう

・世界各国の歌に触れ、そ

れぞれの特徴を味わおう

オペラに親しも

う

・楽器の音色と奏法

とのかかわりを理

解しよう

・日本の音楽を味わ

おう

全体の響きの

調和を感じ取

って表現豊か

な合唱をしよ

う 

３

年 

情景を思い

浮かべなが

ら言葉を大

切にして歌

おう 

・作曲者の思いを感じ取り

ながら、音楽を味わおう 

・音楽の歴史を知ろう

・四部合唱の響きを味わい

ながら表現豊かに歌い合わ

せよう

・日本の伝統芸能に親しみ、

その良さを味わおう

楽器の構造やしくみを理解した上

で楽器演奏を楽しもう 

心通う合唱を演奏

し、中学校生活を

感動の中で締めく

くろう 

●評価の項目と評価方法

評価の観点 評価項目 評価方法 

１ 知識・技能 ・曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性

について理解しているかを評価します。 

・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身

に付け、歌唱、器楽、創作で表現しているかを評価します。 

・実技テスト

・定期テストによる観点別問題

・授業への取り組み

（技能面、発言・発表内容など） 

２ 思考・判断 

・表現

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それ

らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚した

ことと感受したこととの関わりについて考え、どのように表

すかについて思いや意図を持ったり、音楽を評価しながらよ

さや美しさを味わって聴いたりしているかを評価します。 

・定期テストによる観点別問題

・実技テスト

・授業への取り組み

（発言・発表内容など） 

３ 主体的に 

学習に取り

組む態度 

音や音楽、音楽文化に親しむことができるよう、音楽活動を

楽しみながら主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取

り組もうとしているかを評価します。 

・音楽の学習活動に取り組む姿勢など

（発言・発表内容等含む）

・ワークシート・レポート等

提出物の内容など
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１

年

オリエン

テーション

つなげて広が

る模様の世界

屏風

美の仕掛け

２

年

オリエン

テーション

日本文化と

の出会い

３

年

2
思考・判断・表現

造形的な良さや美しさ、表現の意図

と工夫、美術の働きなどについて考

えるとともに、主題を生み出し豊か

に発想し構想を練ったり、美術や美

術文化に対する見方や感じ方を深め

たりしているかを評価します。

ワークシート類　アイディアスケッチ　試作の作品

制作途中の作品　活動の様子　完成作品

3

主体的に

学習に取り

組む態度

美術の創造活動の喜びを味わい主体

的に表現及び鑑賞の幅広い学習活動

に取り組もうとしているかを評価し

ます。

ワークシート類　アイディアスケッチ　試作の作品

制作途中の作品　活動の様子　完成作品

●評価の項目と評価方法

評価の観点 評価項目 評価方法

1
知識・技能

対象や事象を捉える造形的な視点に

ついて理解しているか、表現方法を

創意工夫し創造的に表しているかを

評価します。

ワークシート類　アイディアスケッチ　試作の作品

制作途中の作品　活動の様子　完成作品

つくる、使う、材料を味わ

う工芸
イメージを形にすると 使う人の立場考える椅子 奥行のある表現

オリエンテーション

仏像の姿に見る人々の祈り

デザインで地域を豊かに あなたのイメージを探そう 私自身を見つめて 魅力を伝えるパッケージ

３．形や色などが感情にもたらす効果およびイメージでとらえることの理解の指導。

４．生活を豊かにする美術の働きに関する鑑賞と美術文化に関する鑑賞を充実。

●学習内容

使用教科書「美術１　美術２・３上下」（日本文教出版株式会社）

見つめて、感じて、描いて

色彩の基本・仕組み

暮らしの中の木の工芸

なぜか気になる情景

人間っておもしろい
形や色で伝えるシンボル

マーク

２．目的や機能などを考え、自ら主題を生み出す表現の指導。

美術科の学習・評価について

●本年度研究テーマ

自ら主題を生み出し、豊かに発想するための指導の研究

●本年度重点・具体的指導事項　

１．感じ取ったことや考えたことなどを基に発想し、自ら主題を生み出す表現の指導。
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保健体育科の学習・評価について 

●研究テーマ 「人とのかかわりを大切にしながら、主体的に学習に取り組む姿を通して、

運動の醍醐味やスポーツの魅力を味わうための学習指導と評価の工夫」 

●重点具体的指導事項

体育分野：見方・考え方を働かせ、生涯にわたって運動に親しみ、豊かなスポーツライフを実現するための 

３つの資質・能力をバランスよく育む学習指導と評価の工夫 

保健分野：見方・考え方を働かせ、生涯を通じて心身の健康の保持増進を図るための３つの資質・能力を 

バランスよく育てる学習指導と評価の工夫(実践力の育成) 

●学習内容 使用教科書「新しい保健体育」(東京書籍)

学年 クラス ４月 ５月 ６月 ７・８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

１ 

学 

年 

147 
体つくり 

運動 

器械運動 ダンス 陸上競技 バレーボール 柔道 ソフトボール 体つ

くり

運動 

258 陸上競技 器械運動 ダンス ソフトボール バレーボール 柔道 

36 ダンス 陸上競技 器械運動 柔道 ソフトボール バレーボール 

保健 体育理論・健康な生活と疾病の予防① 心身の機能の発達と心の健康 

２ 

学 

年 

147 
体つくり 

運動 

器械運動 ダンス 陸上競技 バレーボール 柔道 ソフトボール 体つ

くり

運動 

258 陸上競技 器械運動 ダンス ソフトボール バレーボール 柔道 

36 ダンス 陸上競技 器械運動 柔道 ソフトボール バレーボール 

保健 体育理論・傷害の防止 健康な生活と疾病の予防② 

３ 

学 

年 

1234 
体つくり 

運動 

【選択１】 

器械運動 

陸上競技

ダンス 

【選択２】 

バスケットボール 

バレーボール 

ソフトボール

【選択３】 

バスケットボール 

バレーボール 

ソフトボール

柔道

【選択４】 

サッカー

ハンドボール

バドミントン

卓球 
567 

保健 体育理論・健康と環境 健康な生活と疾病の予防③ 

●評価項目と評価方法

評価の観点 評価項目 評価方法 

知識・技能 

運動の合理的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊

かに実践するための理論について理解しているとともに、運動の特性

に応じた基本的な技能を身に付けている。また、個人生活における健

康・安全について科学的に理解しているとともに、基本的な技能を身

に付けている。 

単元まとめ振り返り 

特性やルールの理解 

運動技能の理解 

運動の技能 

(個人的技能・集団的技能) 

思考・判断・表現 

自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて、課題に応じた運

動の取り組み方や目的に応じた運動の組み合わせ方を工夫していると

ともに、それらを 他者に伝えている。また、個人生活における健康

に関する課題を発見し、その解決を目指して科学的に思考し判断して

いるとともに、それらを他者に伝えている。 

ノートの記入内容等

課題解決に向けた話し合いや

課題の持ち方 

練習の仕方や場所の工夫等 

主体的に学習に 

取り組む態度 

 運動の楽しさや喜びを味わうこができるよう、運動の合理的な実践

に自主的に取り組もうとしている。また健康を大切にし、自他の健康

の保持増進や回復についての学習に自主的に取り組もうとしている。 

活動の態度(積極性・自主性、

教え合い) 

活動の意欲(活動量、協力、 

安全面での配慮) 

提出物の内容等 
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技術・家庭科の学習・評価について 

●本年度研究テーマ

生活の中から自ら課題を発見し、その解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習の実践 

●重点・具体的指導事項

技術分野
技術の見方・考え方を働かせ、ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通して、技術によ

ってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を育成することを目指す。
家庭分野
生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する生活や技術に関する

実践的・体験的な活動を通して、よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し、創
造する資質・能力を育成する。

●学習内容（技術分野）
使用教科書「新しい技術・家庭 技術分野」（東京書籍）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

１年 ガイダンス 材料加工の技術 木製品の製作を通して、身の回りの問題の解決 生物育成：栽培 

２年 生物育成：栽培 エネルギー変換の技術 エネルギー変換技術による問題の発

見と解決 

情報の技術
双方向性のあ

るコンテンツ 

３年 情報の技術 計測制御プログラムの作成 技術分野の学習のまとめ 

●学習内容（家庭分野）
使用教科書「新しい技術・家庭 家庭分野」（東京書籍）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

１年 家族・地域 衣生活 住生活 

２年 住生活 食生活 消費生活 

３年 幼児との触れ合いに向けて 消費生活 生活の課題と実践 

●評価の項目と評価方法

観点 評 価 の 内 容 お も な 評 価 の 方 法 

知識・技能 生活と技術について理解しているとともに、

それらに係る技能を身に付けている。 

・技能の定着度

・作品の完成度

・小テスト･定期テスト   など 

思考・判断・ 

表現 

生活や社会の中から問題を見出して課題を

設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善

し、表現するなどして課題を解決する力を身

に付けている。 

・学習プリント

・製作物

・自己評価

・レポート など  

主体的に学習に

取り組む態度 

よりよい生活の実現や持続可能な社会の構

築に向けて、課題の解決に主体的に取り組ん

だり、振り返って改善したりして、生活を工

夫し創造し、実践しようとしている。 

・学習活動への取り組み状況

・実践の記録

・作品提出状況・安全面への配慮

・自己評価表の記録･学習プリント

・忘れ物・実習時の服装  など 

・作業中の評価

・技能の定着度

・作品の完成度

・小テスト･定期テスト   など 

・技術・家庭科の評価は技術で５０％、家庭科で５０％をそれぞれ算出し、合計した数値により、各観点の到
達度を計算しています。
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川崎市立有馬中学校教育課程説明会 

＊この用紙は、【教育課程】に関する質疑用紙です 

質 疑 用 紙 
○時間確保のため、会場での質疑応答ではなく、「質疑用紙」に記入していただく形で実施します。後日、学年だ

より等で回答・周知させていただきます。 

＊回答時に質問者名は掲載しません。ただし、提出時には必ず、お子様の学年、クラス、氏名をご記入ください。記名がない質問には、

回答を控える場合がありますことをご了承ください。 

＊具体的な案件や個人が特定できそうな部分、プライバシーに関する部分はこちらで十分配慮して掲載しますのでご安心ください。 

＊同様な質問に関しては、集約して回答する場合がありますのでご了承ください。 

＊提出は任意です。質問がある場合のみ記入、ご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出期日：令和８年５月８日（金） 
までのご提出にご協力ください（担任まで） 

 

生徒氏名：   年    組（  ）                   

                                                ＊回答では、質問者名は掲載しません  

＊無記名の場合は、回答を控える場合がありますことをご了承ください 
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